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津波を消散させる双胴型（ブーゼマン型）

防波堤の断面配置と波の干渉と相殺効果

PROPOSAL

双胴型防波堤は高い壁に津波を衝突させるという従来の防波堤の発想とは異なり、波の干渉を利用して津波の力を低減させようというアイデアに基

づき、2つの翼間での波の「反射」・「干渉」・「相殺効果」のメカニズムを利用することで津波の破壊力を劇的に低下させることができる環境と人に

やさしい未来型の防波堤。

津波は「スネルの法則（波の基本的性質）」により、どのように複雑な地形に対しても海岸線に垂直に波が到来するので、海岸線に垂直に設置した

双胴型防波堤は津波をより効果的に消散することができる。

また、2体以上からなる複数組のブーゼマン型堤防を設置する場合には「複動型」防波堤（ダイヤモンド断面）として、広範な海岸域においても有

効な津波防波堤として提供することができる。

メリット…①従来の防波堤の高さや規模の肥大化を防ぐ

　　　　　②景観の遮断による「海の見えない海岸」を防ぐことができる。

　　　　　③景観損失による観光産業への悪影響を低減する。

以上、この防波堤は環境と人にやさしい未来型の防波堤となりうる。

この防波堤の考え方を防潮堤に利用できるのではないか。

この防潮堤があることにより漁村集落民の命を守る手助けになると考えられる。

本設計ではこの未来型の防波堤の考え方を防潮堤に利用し、かつ人々にとって

親しみのある空間となることを目指す。
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ゾーニング MAP

・住居空間　…　集落民のプライベートな空間

　　　　　　　　（住居、倉庫、集落民用駐車場など）　

・商業空間　…　堤防建築（飲食店、雑賀崎漁業協同組合事務所、堤防橋）、

　　　　　　　　魚市場、広場で構成。

・仮設的空間　…　イベント時の空間、堤防建築と広場で構成。

普段は静かな空間

      ⇔

祭、魚市場、行事などイベント時には賑やかな空間

堤防高さの選定

堤防高さは『 防災わかやま Wakayama Prefecture　HP 』に

掲載されている「 平成 25 年　和歌山県の津波浸水想定につ

いて 」を参考に選定する。

和歌山市を襲う最大津波高が 6m、平均津波高が 4m と想定さ

れており、本設計では 6m の堤防を築くことで集落を守る。

東海・東南海・南海 3連動地震におけるこの地域の津波浸水

想定図を見ると、計画敷地ないし集落内に 3m 級の浸水深が

想定されている。これにより集落が壊滅状態になることは間

違いないだろう。

しかし、本設計の堤防により集落を守ることができる。

集落民の安全を。
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堤防間のスパンの選定
・水路の両端の幅DはL/2 [m]以下で良い。

・ブロックの先端部の角度θ＜10°の場合、波の干
　渉により波を効果的に弱めることができ、θ=5～6°
　のとき、最も効果的に波を弱めることが可能である。 
　またブロックの底面が菱形の場合、θ=10～12°の
　とき、最も効果的に波を弱めることが可能である。 

L

D

θ

・衣美須神社 … 旧正月時、漁師たちは洗い米と

　　　　　　　　お神酒をお供えし、お賽銭をあ

　　　　　　　　げ、海上安全と大漁を祈願。

・極楽寺 … ご誕生日

　　　　　　　→　5月 21 日は親鸞上人の生誕祭

　　　　　　　　　であり、海難犠牲者の追悼と

　　　　　　　　　お魚供養が行われる。

・雑賀崎地区会館 … 個人演説会、ワークショップ

衣美須神社

雑賀崎地区会館

極楽寺

津波の遮断津波の遮断

津波を堰き止める

津波の力に耐えきれずに決壊し、位置エネルギー分、津

波のエネルギーが大きな力となって集落に襲い掛かる。

津波の受け入れ

特有の反射現象により津波の

エネルギーを小さくする。

津波を完全に堰き止めるのではないので、

力に耐えきれず決壊することはない。

従来型の堤防 未来型堤防



堤防橋の形態変化

初めから終わりまで堤防の幅

に合わせた空間。単調なリズ

ムで続いており、変化がない。

幅を狭くすることで、堤防の

エッジが際立つ。

部分的に凹凸を設けることで、

人が立ち止まり、たまりの空

間ができる。人は会話を楽し

んだり、景色を眺めたりと自

由に時を過ごす。

未来型堤防を堤防建築と集落民の生活

の一部となっている倉庫に利用。

・ 第 1 障壁　…　堤防建築

・第 2障壁　…　堤防倉庫

段階的に津波のエネルギーを減衰させる

ことで、 集落民の命の安全を確保する。

津波エネルギーの減衰

水回りと倉庫を機能とする小さなハコ空間。

オーニングテントを利用し、イベント

時には店を開いたり、魚市場開催時に

は料理する場、バーベキューの場とし

ても利用。利用方法は多種多様である。
羽（オーニングテント）を広げ、

人々のアクティビティを生む。

オーニングテントはハコの四方に取り

付けられており、用途に合わせて自由

に広げて使うことが可能。

小さなハコ。

人々が集まり、にぎやかな空間となる。

小さな装置
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受付

①未来型堤防　…　津波や高波から集落民の命を守る。

　　　　　　　　　第一障壁。

②堤防橋　…　人々の散歩空間、夕陽の鑑賞の場、

　　　　　　　リラックスの空間 etc.

③飲食店　…　漁師から仕入れた新鮮な海鮮料理を提供。

　　　　　　　地元の台所。

④雑賀崎漁業協同　…　雑賀崎漁港を管理する事務所。

　　組合事務所　　　　漁港の安全・治安を維持する

　　　　　　　　　　　ほか、堤防建築の管理も行う。

レイヤーダイアグラム

① 未来型堤防 ③ 飲食店

⑥ 小さな装置

⑦ 倉庫

④ 雑賀崎漁業協同組合事務所

⑤ 堤防倉庫群

② 堤防橋

⑧ 消防庫

⑤堤防倉庫群　…　集落民用の倉庫。

　　　　　　　　　急峻な地形・狭い路地空間で生活す

　　　　　　　　　る集落民にとって欠かすことのでき

　　　　　　　　　ない生活の一部。第二障壁。

⑥小さな装置　…　魚市場、祭などイベント開催時には

　　　　　　　　　活動の拠点になる水回り・倉庫を機

　　　　　　　　　能とするハコ空間。

⑦倉庫　…　コンテナ、ベンチ、机 etc. を保管する場。

⑧消防庫　…　火災時の消火や防災のための倉庫。

　　　　　　　狭い路地が多いこの集落には必須。

集落側

沖側

堤防倉庫

堤防建築

津波
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SECOND PLAN (S = 1/200)

旧正月の祭パース

魚市場パース

集落から堤防建築を眺めるパース

新鮮な魚介を扱う飲食店パース

N

堤防橋






